
　　 ─ 《論文》

一

一　
始
め
に１

　

松
江
市
出
身
の
桑
原
羊
次
郎
（
号
「
双そ

う

蛙あ

」
慶
応
四
・
明
治
元

（
一
八
六
八
）
年
生
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
没
）
は
、
刀

装
具
や
肉
筆
浮
世
絵
等
の
研
究
者
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ

る
ほ
か
、
郷
土
史
家
、
社
会
事
業
家
、
政
治
家
の
顔
も
持
つ
多
才

な
人
物
で
あ
る
。

　

羊
次
郎
は
松
江
藩
の
御
用
商
人
を
務
め
た
桑
屋
太
助
本
家
の
次

男
（
戸
籍
上
は
三
男
）
と
し
て
生
ま
れ
、
中
央
大
学
の
前
身
校
・

英
吉
利
法
律
学
校
を
卒
業
し
、
家
督
を
継
い
だ
。
こ
れ
に
よ
り
羊

次
郎
は
松
江
に
一
時
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
羊
次
郎
前
半

生
の
活
動
は
故
郷
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
結
婚
後
ミ
シ
ガ

ン
大
学
で
法
学
修
士
号
を
取
得
し
、
帰
国
後
は
鴻
池
銀
行
等
に
勤

桑
原
文
庫
に
見
る
桑
原
羊
次
郎
の�

刀
装
具
研
究

�
島
根
大
学
企
画
部
図
書
情
報
課
企
画
・
整
備
グ
ル
ー
プ
　

佐
　
藤
　
陽
　
子
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二

務
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
日
英
博
覧
会
で
は
美
術
部
委

員
を
務
め
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
ま
で
欧
米
に
滞
在
し
て
各

地
の
美
術
館
や
欧
米
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
等
の
も
と
を
訪
問
し
た
。

後
半
生
で
は
主
に
松
江
に
居
住
し
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の

顕
彰
を
行
い
、財
団
法
人
私
立
松
江
盲
唖
学
校
の
校
長
と
な
る
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・
社
会
事
業
に
着
手
し
た
ほ
か
、
衆
議
院
議
員

（
一
期
）
も
務
め
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
没
後
、
松
江
市

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
ら
れ
て
い
る３

。

　

羊
次
郎
の
活
動
範
囲
は
、
地
域
社
会
か
ら
海
外
、
実
業
界
か
ら

学
術
界
ま
で
と
き
わ
め
て
広
範
で
、
そ
の
成
果
は
、
羊
次
郎
の

旧
蔵
品
か
ら
な
る
桑
原
文
庫
（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
で

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
桑
原
文
庫
の
中
心
と
な
る
資
料
は
、

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
に
桑
原
家
か
ら
購
入
さ
れ
、
そ
の

後
同
家
よ
り
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
と
二
〇
一
五
（
平
成

二
七
）
年
の
二
度
寄
贈
を
受
け
た４

。
こ
れ
に
は
刀
装
具
、
日
本
刀
、

武
具
に
関
連
し
た
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、

羊
次
郎
に
よ
る
刀
装
具
研
究
の
手
法
等
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
点
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

近
年
、羊
次
郎
の
活
動
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。二
〇
一
八（
平

成
三
〇
）
年
に
は
生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
、
四
月
に
島
根
県
立

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
、
九
月
に
島
根
県
立
美
術
館
で
小
企
画
展

が
行
わ
れ
た
。
島
根
県
立
美
術
館
の
展
示
と
連
動
す
る
形
で
、
当

館
で
も
「
生
誕
一
五
〇
年　

桑
原
羊
次
郎
と
桑
原
文
庫
」
展
を
開

催
し
た
。
こ
れ
ら
の
展
示
に
よ
り
、
美
術
史
家
・
桑
原
羊
次
郎
の

全
体
像
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
島
根
大
学
附
属
図

書
館
で
開
催
し
た
桑
原
文
庫
に
関
す
る
企
画
展
お
よ
び
資
料
受
入

作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
の
う
ち
、
特
に
桑
原
羊
次
郎
の
刀

装
具
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

二　
羊
次
郎
の
刀
装
具
研
究

　

日
本
刀
の
外
装
と
な
る
柄つ

か

や
鞘
に
付
属
す
る
目め

貫ぬ
き

、
鍔つ

ば

、
笄

こ
う
が
い、

小こ

柄づ
か

等
の
金
属
等
で
作
ら
れ
る
品
を
刀
装
具
と
呼
ぶ
。

　

刀
装
具
研
究
は
、
羊
次
郎
の
研
究
活
動
の
中
で
大
き
な
位
置
を

占
め
る
と
同
時
に
、
没
後
も
高
く
評
価
さ
れ
た５

、６
。
羊
次
郎
は
、
鍔つ

ば

よ
り
も
、
目め

貫ぬ
き

、
笄

こ
う
が
い、

小こ

柄づ
か

等
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
残
し
て

い
る
。

　

羊
次
郎
が
刀
装
具
を
見
知
っ
た
の
は
実
は
海
外
で
の
こ
と
だ
っ

た
。
羊
次
郎
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
流
行
し
て
い
た
時
期
の
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
た
際
、
現
地
で
刀
装
具
の
収
集
が
行
わ
れ
て
い
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　　 ─ 《論文》

三

る
こ
と
に
気
付
き
、

一
八
九
三
〜
一
八
九
四

（
明
治
二
六
〜
二
七
）

年
に
帰
松
し
て
い
た
折

に
刀
装
具
を
購
入
し

た７

。
羊
次
郎
は
関
連
書

を
読
ん
で
刀
装
具
の
作

り
手
で
あ
る
金
工
師
の

経
歴
を
調
べ
た
も
の

の
、
真
贋
に
つ
い
て
は

つ
か
み
き
れ
ず
、
最
終

的
に
安
来
市
出
身
の
彫

刻
家
・
米
原
雲
海
ら
の

紹
介
で
金
工
師
・
加
納

夏
雄
に
刀
装
具
の
鑑
定

を
依
頼
し
た
。
そ
の
後

羊
次
郎
は
加
納
と
親
交

を
深
め
、一
八
九
六（
明

治
二
九
）
年
以
降
は
本

格
的
に
刀
装
具
鑑
定
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
羊
次
郎
の
熱
意
の

裏
に
は
、
海
外
で
日
本
の
刀
装
具
が
人
気
を
博
し
て
い
る
の
に
対

し
、
同
時
代
の
日
本
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
思
い
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る９、

９
、

。

　

羊
次
郎
は
犬
養
毅
ら
が
発
起
人
と
な
っ
た
中
央
刀
剣
会
で
審
査

員
と
な
り
、
そ
の
研
究
成
果
を
『
刀
剣
会
誌
』『
日
本
美
術
』
に

寄
稿
す
る
等
、
刀
装
具
研
究
家
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た９９

。

羊
次
郎
の
著
作
は
現
代
で
も
刀
装
具
に
関
す
る
基
本
書
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
市
場
に
羊
次
郎
の
箱
書
き
が
あ
る
刀

装
具
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
旨
が
特
筆
さ
れ
る
場
合
も
あ
る９2

。

　

こ
の
よ
う
に
現
代
の
刀
装
具
研
究
や
鑑
定
に
も
影
響
が
残
る
羊

次
郎
だ
が
、
加
納
か
ら
の
教
え
以
外
に
、
刀
装
具
に
関
す
る
知
見

を
ど
の
よ
う
に
得
て
、ど
の
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
の
か
。

羊
次
郎
の
刀
装
具
研
究
の
代
表
作『
日
本
装
剣
金
工
史
』に
は
、「
真

正
な
る
鑑
定
家
」
の
あ
る
べ
き
態
度
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

元
来
鑑
定
の
事
た
る
、
書
画
と
謂
わ
ず
、
能
く
そ
の
真
擬
を

弁
し
正
否
を
論
ず
る
は
、
易
に
似
て
甚
だ
易
な
ら
ず
、
寧
ろ

難
中
の
大
難
事
と
云
う
べ
し
で
あ
る
。
真
正
な
る
鑑
定
家
と

は
、
其
大
部
分
は
之
を
天
質
に
帰
す
べ
く
、
百
巻
の
鑑
定
書
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四

を
読
み
、
懇
切
な
る
先
輩
の
指
導
に
よ
り
、
数
多
の
実
物
を

歴
覧
し
、
能
く
其
手
癖
を
見
覚
え
、
年
代
系
統
流
派
を
察
し
、

比
較
対
照
し
て
始
め
て
能
く
真
鑑
を
得
べ
き
も
の
で
あ
る９3

。

　

す
な
わ
ち
刀
装
具
の
鑑
定
に
お
い
て
、
文
献
か
ら
知
見
を
得
る

こ
と
、
先
達
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
、
実
際
に
刀
装
具
を
確
認
す

る
こ
と
を
羊
次
郎
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

羊
次
郎
は
こ
こ
に
己
が
理
想
と
す
る
刀
装
具
研
究
家
と
し
て
の

姿
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
桑
原
文
庫
の

収
蔵
資
料
に
基
づ
き
、
書
物
の
収
集
、
指
導
者
等
と
の
人
脈
、
刀

装
具
の
実
見
手
段
の
点
で
羊
次
郎
の
研
究
手
法
を
概
観
し
た
い
。

三　
書
物
の
収
集

　

羊
次
郎
は
様
々
な
方
法
で
刀
装
具
研
究
の
検
討
材
料
と
な
る
資

料
を
得
て
い
る
。
あ
る
時
は
寺
の
過
去
帳
や
墓
碑
銘
を
確
認
し
、

あ
る
時
は
家
々
に
残
さ
れ
た
文
書
や
図
書
館
の
蔵
書
を
用
い
た９4

。

一
方
、
手
元
に
も
刀
装
具
研
究
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
図
書
を

残
し
て
い
る
。桑
原
文
庫
は
、羊
次
郎
旧
蔵
の
図
書
、著
作
の
原
稿
、

知
人
か
ら
の
書
簡
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
図
書
と
し
て
は
、
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
期
に
書
か
れ
た
武
具
、
刀
、
刀
装
具
や
そ
の
作

り
手
で
あ
る
金
工
師
に
関
す
る
書
物
八
〇
点
以
上
が
あ
る
ほ
か
、

現
在
受
入
作
業
中
の
も
の
の
な
か
に
も
刀
装
具
関
係
資
料
が
数
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
羊
次
郎
が
最
初
に
入
手
し
た
刀
装

具
関
係
の
資
料
は
『
鏨
工
譜
略
』
と
『
装
剣
奇
賞
』
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
同
題
の
図
書
は
桑
原
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る９5

。

　

ま
た
、
受
入
作
業
済
み
の
資
料
に
は
、
部
分
的
に
来
歴
が
判
明

し
た
も
の
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
刀
剣
・
武
具
関
係

史
料
の
多
く
は
、故
実
家
で
あ
る
伊
勢
貞
丈（
享
保
二（
一
七
一
七
）

年
生
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
没
）
の
著
作
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
伊
勢
貞
丈
は
女
官
の
装
束
か
ら
元
服
の
儀
式
に
い
た
る

ま
で
幅
広
い
物
事
に
つ
い
て
執
筆
し
て
お
り
、
刀
剣
や
武
具
関
係

の
書
物
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
伊
勢
家
か
ら
松
江
藩

士
・
望
月
家
へ
直
接
伝
授
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
望
月
家
旧
蔵
書

で
あ
っ
た
が
、
後
に
桑
原
文
庫
に
収
め
ら
れ
た

９6、
９6、
９6

。

　

そ
の
他
、
羊
次
郎
が
金
工
師
・
海
野
勝
珉
所
蔵
の
希
少
な
刀
装

具
関
係
書
を
書
写
し
て
私
家
版
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
や
、
こ
う

し
て
集
め
た
資
料
を
読
み
比
べ
て
情
報
を
精
査
し
て
い
た
こ
と
が

桑
原
文
庫
所
蔵
の
写
本
へ
の
書
入
れ
、
羊
次
郎
の
著
作
、
羊
次
郎

没
後
に
書
か
れ
た
知
人
の
回
顧
談
等
か
ら
読
み
取
れ
る2、、

９9

。
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五

四　
指
導
者
等
と
の
人
脈　
─
書
簡
集
「
独
楽
集
」
よ
り
─

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
羊
次
郎
は
加
納
夏
雄
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
研
究
を
始
め
た
。
加
納
は
優
れ
た
金
工
師
で
あ
り
、
帝
室
技

芸
員
や
東
京
藝
術
大
学
の
前
身
校
・
東
京
美
術
学
校
の
教
授
を
務

め
て
い
た
。
羊
次
郎
の
著
作
に
は
加
納
に
言
及
し
た
箇
所
が
多
数

あ
る
ほ
か
、
東
京
美
術
学
校
構
内
に
建
て
ら
れ
た
加
納
の
銅
像
台

座
に
弟
子
の
一
人
と
し
て
自
分
の
名
が
列
記
さ
れ
た
こ
と
を
「
光

栄
」
と
し
て
い
る
。
羊
次
郎
が
加
納
に
刀
装
具
鑑
定
を
学
ん
だ
の

は
四
〜
五
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
加
納
の
知
見
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
深
く
敬
愛
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る2９

。

　

加
納
の
没
後
、
羊
次
郎
は
中
央
刀
剣
会
の
審
査
員
や
東
京
金
工

協
会
学
芸
賛
助
員
等
を
務
め
、
刀
装
具
愛
好
家
や
金
工
師
と
広
く

交
流
し
た22

。
加
納
亡
き
後
、
彫
金
技
術
の
知
見
に
つ
い
て
は
、
加

納
の
弟
子
で
あ
る
海
野
勝
珉
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
た
が
、
羊
次

郎
は
そ
れ
だ
け
に
依
存
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ23

。
刀
装
具

の
需
要
先
は
、
江
戸
期
で
は
大
名
家
と
裕
福
な
町
人
、
明
治
以
降

は
財
界
人
が
主
で
あ
っ
た24

。
羊
次
郎
が
属
し
た
中
央
刀
剣
会
は
、

当
時
の
政
界
・
財
界
の
著
名
人
が
多
く
名
を
連
ね
て
お
り
、「
刀

剣
会
発
起
ノ
趣
旨
」
に
よ
る
と
発
起
人
と
し
て
坊
城
俊
章
や
松
平

頼
平
の
よ
う
な
公
家
・
武
家
の
出
身
者
、
岩
崎
弥
之
助
の
よ
う
な

財
界
人
の
名
が
あ
り
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
時
点
の
名
簿

で
も
山
内
豊
景
な
ど
の
華
族
等
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る26、

25

。
中
央
刀
剣
会
に
は
、
刀
装
具
を
実
見
し
た
り
そ
の
知
見
を

交
換
し
た
り
す
る
の
に
適
し
た
人
脈
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
国
内
の
金
工
師
や
同
好
の
士
か
ら
届
い
た
手
紙
の
一
部

は
、
羊
次
郎
が
「
独
楽
集
」
と
名
付
け
た
全
一
一
巻
の
書
簡
集
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
か
ら
、
羊
次
郎
が
そ
う
し
た

人
々
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
情
報
を
交
換
し
て
い
た
様
子
が
分
か

る26

。

　

羊
次
郎
の
交
友
は
日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
羊
次
郎

の
著
作
や
未
刊
行
の
原
稿
か
ら
は
、
欧
米
の
愛
好
者
と
の
交
流
か

ら
様
々
な
刺
激
を
得
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
「
桑
原
羊
次
郎
と
そ
の
美
術
工
芸
研
究
」（
村
角
紀
子
著
）

に
詳
し
い26

。

五　
刀
装
具
の
実
見
手
段　
─
蔵
書
へ
の
書
入
れ
よ
り
─

　

羊
次
郎
は
刀
装
具
の
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
羊
次
郎
の
著
作
に

加
納
旧
蔵
の
刀
装
具
や
知
人
の
所
持
品
を
譲
り
受
け
た
こ
と
、
競
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六

売
に
参
加
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る29

。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ

う
に
、「
独
楽
集
」
に
は
刀
装
具
の
受
取
書
や
互
い
の
収
集
品
交

換
の
申
し
出
に
つ
い
て
の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
桑
原

文
庫
に
売
立
帳
が
残
さ
れ
て
い
る3、

。

　

ま
た
、
羊
次
郎
は
名
家
が
所
蔵
す
る
刀
装
具
の
実
見
も
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
記
録
が
意
外
な
と
こ
ろ
に
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
所
蔵
す
る
図
書
へ
の
書
入
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
桑
原
羊

次
郎
と
桑
原
文
庫
」
展
の
準
備
に
お
い
て
筆
者
が
確
認
し
た
も
の

で
あ
る
。
書
入
れ
の
あ
っ
た
『
金
工
鑑
定
秘
訣
』（
全
二
巻
）
は
、

文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
に
発
行
さ
れ
た
木
版
本
で
あ
る
。
こ
の

巻
之
一
見
返
し
に
は
、
羊
次
郎
と
思
し
き
筆
跡
で
次
の
書
入
れ
が

あ
る
。明

治
三
十
一
年
九
月
廿
二
日
松
平
家
ニ
於
テ
拝
見
セ
シ
後
藤

彫
物
ニ
付
キ　

見
■一

字
抹
消タ

ル
事
柄
本
書
ニ
朱
書
ヲ
以
テ
記
入

ス　

凡
テ
此
等
ノ
品
ハ
造
ハ
折
紙
ノ
添
フ
ル
珍
品
ナ
リ　

朱

書
ハ
本
書
ノ
記
事
ト
実
物
ノ
異
ナ
ル
点
ヲ
主
ト
シ
テ
記
入
セ

シ
モ
ノ
ナ
リ

拝
見
目
録

金
紋
倶
利
伽
羅
龍
三
処
揃　

裏
哺
金

祐
乗
作　

乗
真
作　

徳
乗
作　

栄
乗
作　

顕
乗
作　

即
乗
作　

程
乗
作　

廉
乗
作　

壽
乗
作　

延
乗
作

金
紋
這
龍
三
処
揃　

裏
哺
金

祐
乗
作　

宗
乗
作　

乗
真
作　

光
乗
作　

即
乗
作　

廉
乗
作　

通
乗
作3９

　

こ
の
記
述
よ
り
、
羊
次
郎
が
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
九

月
に
室
町
後
期
か
ら
続
く
著
名
な
金
工
師
一
門
で
あ
る
後
藤
家
の

刀
装
具
を
松
平
家
で
実
見
す
る
機
会
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か

る33、
32

。
な
お
、
三
処
揃
（
ま
た
は
三
所
物
）
と
は
、
笄

こ
う
が
い、

小こ

柄づ
か

、
目め

貫ぬ
き

の
三
種
を
同
一
の
金
工
師
の
作
で
そ
ろ
え
た
も
の
で
あ
り
、
裏う

ら

哺ふ
く
み

金き
ん

と
は
刀
装
具
等
で
用
い
ら
れ
る
技
法
の
一
つ
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
羊
次
郎
が
目
に
し
た
の
は
、
金
を
施
さ
れ
た
倶
利
伽
羅

龍
や
這
っ
た
態
勢
の
龍
の
図
案
で
統
一
さ
れ
た
笄

こ
う
が
い、

小こ

柄づ
か

、
目め

貫ぬ
き

が
一
式
と
な
っ
た
刀
装
具
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
祐
乗
等
と
あ
る

の
は
後
藤
家
の
金
工
師
名
で
あ
り
、
松
平
家
に
は
書
入
れ
に
挙
げ

ら
れ
た
金
工
師
ご
と
の
三
処
揃
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
拝
見
」
の
結
果
、
羊
次
郎
は
現
物
と
資
料
の
記
述
と
が

異
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
本
の
巻
之
二
に

は
羊
次
郎
が
ま
と
め
た
後
藤
家
の
金
工
師
ご
と
の
彫
の
特
徴
の
書
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七

入
れ
が
あ
り
、
他
資
料
に
も
同
様
の
も
の
が
あ
る34

。
書
入
れ
か
ら
、

羊
次
郎
が
実
見
し
た
刀
装
具
を
も
と
に
金
工
師
の
作
品
の
特
徴
を

と
ら
え
、
現
物
と
書
物
上
の
記
述
の
違
い
を
記
入
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

羊
次
郎
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。
後
藤
家
に
よ
る
刀
装
具
の
鑑
定
書
に
つ
い
て
、
羊

次
郎
は
『
日
本
装
剣
金
工
史
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

古
鑑
定
書
を
研
究
す
る
際
に
、
上
代
の
作
物
に
は
、
何
時
も

夢
想
の
鑚
の
大
事
あ
り
、
口
伝
と
あ
り
て
、
此
夢
想
の
鑚
と

は
何
ん
で
あ
る
か
久
し
き
間
一
向
訳
が
わ
か
ら
ず
、
先
輩
は

も
ち
ろ
ん
後
藤
家
元
に
就
き
質
し
た
が
嘗
つ
て
之
を
知
る
も

の
が
な
く
、
鑑
定
書
中
の
暗
礁
で
あ
っ
た
が
、
八
九
年
前
実

物
比
較
研
究
よ
り
し
て
始
め
て
之
を
了
解
し
得
た
も
の
で
あ

る
。
是
等
の
事
は
、
予
が
多
年
苦
し
ん
で
発
見
せ
し
事
柄
ゆ

え
、
是
非
後
の
研
究
者
に
残
し
て
其
の
労
を
省
き
た
し
と
思

う35

。

　

す
な
わ
ち
、
後
藤
家
に
よ
る
刀
装
具
の
鑑
定
書
に
は
本
文
に
明

記
さ
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
た
め
に
、
羊
次
郎
は
実
態
を
知
る
の
に

難
渋
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
書
入
れ
に
残
さ
れ
た
よ
う
な
刀
装

具
の
実
見
を
通
じ
て
羊
次
郎
は
口
伝
等
に
あ
た
る
知
識
を
つ
き
と

め
、
そ
の
内
容
を
『
日
本
装
剣
装
剣
金
工
史
』
等
の
著
作
に
記
し

た
の
だ
。

　

『
金
工
鑑
定
秘
訣
』
の
書
入
れ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
拝
見
」

の
出
来
事
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
二
月
に
加
納
夏
雄
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
八
月
に
中
央
刀

剣
会
が
発
足
す
る
ま
で
の
時
期
に
相
当
す
る
。
師
を
失
い
、
研
究

の
助
け
と
な
る
会
も
な
い
中
で
、
羊
次
郎
は
意
欲
的
に
研
究
を
続

け
て
い
た
の
で
あ
る
。

六　
終
わ
り
に

　

以
上
見
て
来
た
よ
う
に
、
羊
次
郎
は
「
百
巻
の
鑑
定
書
を
読
み
、

懇
切
な
る
先
輩
の
指
導
に
よ
り
、
数
多
の
実
物
を
歴
覧
」（『
日
本

装
剣
金
工
史
』）
す
る
こ
と
を
自
ら
の
研
究
方
法
と
し
て
実
践
し

て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
蓄
積
を
以
て
、
羊
次
郎
は
、
一
九
〇
四
（
明

治
三
七
）年
に『
装
剣
金
工
談
』、一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年
に『
彫

金
家
年
表
』、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
に
『
古
今
装
剣
金
工

一
覧
』
等
を
世
に
送
り
出
し
、
刀
装
具
の
鑑
定
に
必
要
な
金
工
師
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八

名
や
刀
装
具
に
ま
つ
わ
る
知
見
を
ま
と
め
た
。
一
九
四
一
（
昭
和

一
六
）
年
に
は
研
究
の
集
大
成
と
も
言
え
る
『
日
本
装
剣
金
工
史
』

を
発
表
し
、
没
後
、「
装
剣
具
研
究
で
は
日
本
一
」
と
の
評
価
を

得
る
こ
と
に
な
る36

。

　

な
お
、
羊
次
郎
の
研
究
方
法
が
確
定
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か
、

羊
次
郎
の
刀
装
具
研
究
が
肉
筆
浮
世
絵
等
の
研
究
の
知
見
や
政

治
・
社
会
活
動
の
な
か
で
得
た
人
脈
の
影
響
を
ど
の
程
度
受
け
て

い
る
の
か
等
検
討
す
べ
き
点
が
多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記

　
　

資
料
利
用
に
つ
い
て
は
島
根
大
学
附
属
図
書
館
、
月
照
寺
（
松
江

市
）
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
調
査
や
本
稿
執
筆
中
は
、

島
根
大
学
法
文
学
部
の
小
林
准
士
様
、
松
江
市
史
料
編
纂
課
専
門
調

査
員
の
村
角
紀
子
様
に
貴
重
な
ご
示
唆
・
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
皆
さ

ま
に
深
く
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
九

年
度
法
文
学
部
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
の
文
学
・
歴

史
関
係
資
料
の
研
究
と
活
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
代
表
・

野
本
瑠
美
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

参
考
文
献
と
註

１　

本
稿
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
九
月
に
島
根
大
学
附
属
図

書
館
で
開
催
し
た
「
生
誕
一
五
〇
年　

桑
原
羊
次
郎
と
桑
原
文
庫
」

展
解
説
パ
ネ
ル
「
桑
原
羊
次
郎
と
刀
装
具
」（
筆
者
担
当
分
）
を
大

幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

２　

桑
原
文
庫
収
蔵
品
。

３　

桑
原
羊
次
郎
・
相
見
香
雨
研
究
会
編
『
桑
原
羊
次
郎
─
郷
土
の
エ

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
』松
江
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
史
料
編
纂
課
、

二
〇
一
八
年
（
松
江
市
ふ
る
さ
と
文
庫
二
一
）、
一
─

八
頁
、
五
〇
─

五
二
頁
。

４　

前
掲
３　

四
八
─

四
九
頁
。

５　

若
槻
虎
眠
、
太
田
直
行
、
佐
々
木
浩
、
四
方
文
吉
、
藤
野
民
次
郎
、

皆
美
興
蔵
、
木
幡
吹
月
、
岡
田
秀
勝
「
桑
原
双
蛙
先
生
追
悼
録
」『
日

本
美
術
工
芸
』
一
九
五
五
年
（
二
〇
六
号
）
五
一
─

六
一
頁
。

６　

「
座
談
会　

桑
原
双
蛙
翁
を
偲
ぶ
」『
山
陰
新
報
』
一
九
五
五
年

一
〇
月
二
八
日
付
、
四
面
。

７　

南
明
日
香
『
国
境
を
越
え
た
日
本
美
術
史
─
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か

ら
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
交
流
誌
一
八
八
〇
─

一
九
二
〇
』
藤
原
書

店
、
二
〇
一
五
年
、
三
九
頁
に
よ
る
と
、
当
時
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

は
欧
米
を
席
捲
し
て
い
た
。
羊
次
郎
の
留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
八
七
〇
〜
八
〇
年
代
に
か
け
、
新
興
財
閥
が
世
界
中
の
美
術
品
を

購
入
し
、
自
宅
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

８　
『
日
本
刀
講
座
』雄
山
閣
、一
九
三
四
年（
第
八
巻
）［
用
語
解
説（
三
）

部
］
三
頁
。

９　

桑
原
羊
次
郎
『
増
補 

装
剣
金
工
談
』
津
久
井
書
店
、
一
九
三
〇
年
、

二
〇
〇
─

二
〇
一
頁
。

10　

桑
原
羊
次
郎
『
日
本
装
劍
金
工
史
』
荻
原
星
文
館
、
一
九
四
一
年
、
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九

四
九
七
頁
。

11　

中
央
刀
剣
会
の
発
起
人
に
つ
い
て
は
、「
刀
剣
会
発
起
ノ
趣
旨
」

『
中
央
刀
剣
会
』http://chuo-toukenkai.org/history

（
参
照

二
〇
二
〇
年
三
月
四
日
）、
羊
次
郎
の
寄
稿
先
に
つ
い
て
は
、
前
掲

９　

二
〇
一
─

二
〇
六
頁
。

12　

た
と
え
ば
、
小
笠
原
信
夫
『
鐔
』
保
育
社
、
一
九
七
五
年
（
カ

ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
三
三
〇
）［
三
］
頁
で
羊
次
郎
の
著
作
は
「
鍔
を
研

究
す
る
た
め
の
主
な
参
考
図
書
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

市
場
で
言
及
さ
れ
る
例
は
、「
小
柄　

銘
＝
如
竹
（
花
押
）」『
刀
和
』

二
〇
一
九
年
（
三
七
四
号
）
日
本
刀
柴
田
、
一
三
─

一
四
頁
。

13　

前
掲
10　

一
頁
。
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
て
引
用
。

14　

過
去
帳
や
墓
碑
銘
の
例
と
し
て
は
前
掲
９　

八
四
頁
、
家
々
の
文

書
の
利
用
に
つ
い
て
は
前
掲
９　

一
四
七
頁
、
図
書
館
の
利
用
に
つ

い
て
は
前
掲
９　

八
〇
頁
。

15　

前
掲
10　

同
頁
。

16　
「
伊
勢
貞
丈
」　

市
古
貞
次
ほ
か
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
、
一
二
六
─

一
二
七
頁
。

17　

現
在
、
桑
原
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
伊
勢
貞
丈
に
よ
る
著
作
が

望
月
家
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
林
准
士
氏
（
島
根
大

学
法
文
学
部
）
の
調
査
・
御
教
示
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
桑
原

文
庫
に
あ
る
『
刀
劔
問
答
』
や
そ
の
附
図
『
刀
剱
圖
』
は
、
伊
勢
家

が
所
蔵
し
て
い
た
資
料
を
望
月
家
五
代
・
望
月
圓
次
が
書
写
し
た
も

の
で
あ
る
。

18　

島
根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
編
集
『
松
江
藩
列
士
録
（
第
六
巻
）』

島
根
県
立
図
書
館
、
二
〇
〇
六
年
、
四
一
〇
─

四
二
一
頁
に
よ
る
と
、

望
月
家
は
、
松
江
藩
主
松
平
家
の
初
代
・
松
平
直
政
以
来
の
藩
士
で

あ
る
。初
代
望
月
角
右
衛
門
は
三
〇
石
取
・
五
人
扶
持
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
加
増
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
五
代
・
望
月
圓
次
は
二
五
〇
石

と
な
っ
て
い
る
。

19　

前
掲
５　

同
頁
。

20　

前
掲
10　

一
八
─

一
九
頁
、
四
九
四
頁.

21　

前
掲
10　

四
九
四
─

四
九
八
頁

22　

前
掲
３　

一
九
─

二
〇
頁
、
五
〇
─

五
二
頁
。

23　

前
掲
10　

五
〇
四
─

五
〇
六
頁
。

24　

内
藤
直
子
［
監
修
・
著
］、
吉
原
弘
道
『
も
っ
と
知
り
た
い
刀

剣
：
名
刀
・
刀
装
具
・
刀
剣
書
』
東
京
美
術
、
二
〇
一
八
年
、
七
二

─

七
五
頁
。

25　
「
中
央
刀
剣
会
名
簿
」『
工
学
と
工
業
』
一
九
四
一
年
（
九
巻
四
号
）

一
七
七
［
四
一
］
─

一
八
六
［
五
〇
］
頁
。

26　
「
刀
剣
会
発
起
ノ
趣
旨
」『
中
央
刀
剣
会
』http://chuo-toukenkai.

org/history

（
参
照
二
〇
二
〇
年
三
月
四
日
）

27　

た
と
え
ば
、
後
藤
丈
太
郎
（
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
〜

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
頃
受
信
。
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桑

原
文
庫
「
独
楽
集
」
第
六
巻
所
載
）、
本
阿
弥
光
賀
（
一
九
三
〇
（
昭

和
五
）
年
受
信
。
同
第
六
巻
所
載
）
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
よ
り
、
羊

次
郎
が
刀
装
具
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
各
所
に
問
い
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
逆
に
地
元
の
金
工
師
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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一
〇

28　

村
角
紀
子
「
桑
原
羊
次
郎
と
そ
の
美
術
工
芸
研
究
─
附
『
欧
米
美

術
行
脚
』
目
次
翻
刻
」『
松
江
市
史
研
究
』
二
〇
一
八
年
（
九
号
、

松
江
市
歴
史
叢
書
一
一
）
五
三
頁
。

29　

前
掲
10　

二
一
五
頁
、
四
九
八
頁
。

30　

刀
装
具
の
受
取
書
は
、
竹
中
公

（
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年

受
信
。島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桑
原
文
庫「
独
楽
集
」第
六
巻
所
載
）

か
ら
の
書
簡
に
見
え
る
。
収
集
品
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
山
上
八
郎

（
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
受
信
。
同
第
一
〇
巻
所
載
）
に
見
え
る
。

31　

野
田
敬
明
［
編
］、
高
瀬
伴
寛
、
野
田
政
明
［
画
］『
金
工
鑑
定
秘
訣
』

北
島
長
四
郎［
出
版
者
］、一
八
二
〇
年（
巻
之
一
）全
三
七［
丁
］（
島

根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桑
原
文
庫
）
よ
り
翻
刻
。
改
行
等
は
実
資
料

に
即
し
て
い
な
い
。

32　

「
後
藤
祐
乗
」『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』

JapanK
now

ledge, https://japanknow
ledge.com

（
参
照
二
〇

二
〇
年
一
月
二
八
日
）

33　

筆
者
は
『
金
工
鑑
定
秘
訣
』
の
書
入
れ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
松
平

家
に
つ
い
て
、
旧
松
江
藩
主
家
の
当
主
松
平
直
亮
家
の
こ
と
と
仮
定

す
る
。
後
続
の
「
月
照
寺
蔵
「
御
腰
物
御
小
道
具
帳
」
翻
刻
（
部
分
）」

参
照
の
こ
と
。

34　

島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桑
原
文
庫
の
「
後
藤
秘
傳
目
貫
彫
物
目

利
切
り
抜
き
」、『
後
藤
彫
物
口
傳
内
證
紀
』、『
御
代
々
大
判
御
書
判

御
折
紙
書
判
御
折
紙
裏
印
』
に
は
羊
次
郎
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
書
入

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
同
文
庫
の
「
後
藤
銘
鑑
」
は
今
村
長
賀
か
ら
送

ら
れ
た
書
物
だ
が
、
本
来
余
白
で
あ
っ
た
と
思
し
き
箇
所
に
双
蛙
追

加
と
書
入
れ
の
あ
る
刀
装
具
の
押
形
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
羊
次
郎

が
実
見
の
記
録
を
残
そ
う
と
し
た
跡
が
見
え
る
。

35　

前
掲
10　

一
八
─

一
九
頁
。
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
て
引
用
。

36　

前
掲
６
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